
◎ 少子化の問題は、出会いの機会の減少や経済的な不安定さ、仕事と子育ての両立など、様々な要因が複雑に絡み合っており、
それらの状況は地域によって異なるため、実効性のある少子化対策を進めるためには、地域の分野横断的な状況や特徴を分析し、
地域の実情に応じた少子化対策（＝「地域アプローチ」による少子化対策）を推進していくことが重要。

◎ そのため、横断的な体制づくりからデータの分析・ヒアリング等による地域特性の見える化を通じた具体的な対応策の検討等の
一連のプロセスをまとめた「少子化対策地域評価ツール」等の資料を整備。（R2.3策定、R3.4 ・ R4.3 ・ R5.3 改訂）

各自治体における地域評価ツール等を活用した地域の実情に応じた効果的な少子化対策の取組の推進を支援している。

◎出生率・有配偶率等のデータをもと
に、地域の少子化の現状を共有
◎まちのにぎわい、コミュニティ、子育て
支援、男女の就業状況など、
分野横断で地域特性を見える化

◎データの背景等を議論
（地域の評判や住民感覚に
よる地域の特徴とデータが整
合的か、など）

◎分野（働き方、暮らし）・
ライフステージ（結婚、出
産、子育て期）等の視点
から、地域の強み・課題
を分析・整理

◎活用できる地域の
資源等を踏まえ、
横断体制によって
施策の内容や
進め方を検討

既存施策の改善や、
新しい施策の実践

◎地域住民へのアンケートやヒアリングで、
データの根拠や施策の利用状況など
地域の実態を深堀りして調査・分析

①部局横断的な検討体制の構築

地域コミュニティ・
福祉担当

移住・まちづくり
担当

男女共同参画
担当

子育て支援
担当

企画・地方創生
担当

商工雇用担当 学校・幼児教育
担当

観光担当

②客観的指標の分析による
地域特性の見える化

④地域の強み・
課題の分析

⑤対応策の検討
⑥対応策の実行

③主観調査による
地域特性の把握

〇地域コミュニティを巻き込んだ子育ての支え合い
〇男女ともに子育てと両立できる魅力的な働き方
〇職・住・育が近接した暮らしやすいまちづくり など

コミュニティの中で柔軟に
子育て支援を行う、イン
フォーマルな支援体制づくり

都市近郊のニュータウンにて、職住近接の
コワークステーションを設け、子育て世代が
通勤負担なく働くことができるまちづくり

①部局横断的な検討体制の構築

「少子化対策地域評価ツール」を活用して、分野横断・EBPMによる検討

● 基礎データの提供や、分析への助言
● 取組事例の横展開などの情報発信 等

民間との連携や、都道府県による広域支援も活用
デジタル田園都市国家構想交付金

取組実施には、国の交付金・補助制度なども活用可能

国による情報面の支援

地域少子化対策重点推進交付金

「地域アプローチ」による少子化対策の推進

保健・医療担当

デジタル
担当

地域の実情に応じた取組を実践
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